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Cisco Room Kit EQX

Cisco Room Kit EQX は、Codec EQ と Quad Camera をコアと
するオールインワンバンドルです。独自の外部画面を持ち込み、ルー
ム会議ハードウェアコンポーネントのオールインワンキットと統合
できる柔軟性があります。

壁面取り付け、壁面スタンド、自立型フロアスタンドの 3 つの取り
付けオプションから選択できます。

このデバイスは、高度なマルチカメラシナリオをサポートし、スピー
カートラッキング、インテリジェントなプレゼンターおよび対象者ビ
ューを提供します。内蔵マイクは、最先端のスピーカー トラッキング 
ソリューション対応です。

デバイスの内蔵スピーカーシステムは、16 チャネルの増幅器で駆
動する 6 つのメインのスピーカーとバススピーカーで構成されてい
ます。 

内蔵マイクはスピーカートラッキング専用であるため、音声収
音には外部マイクを接続する必要があります。アナログ、USB、
または AES67 互換のイーサネット（IP）マイク（Cisco Table 
Microphone（アナログ）や Cisco Table Microphone Pro（イーサ
ネット）など）を選択できます。完全な外部 DSP 制御マイクソリュー
ションをインストールすることもできます。複数のデジタルマイクを
使用するには、PoE 互換スイッチが必要です。

詳細については、オンラインで入手可能な Cisco Room Kit EQX デ
ータシートを参照してください。

Cisco Room Kit EQX システムは、ビデオ会議室の柔軟性を高くし、ローカル会議にも汎用的に対応す
るできるよう設計されています。
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設置する前に
設置を開始する前に会議室の準備ガイドラインを読むことが重要で
す。ガイドラインはオンラインで利用できます。

設置中は、「設置ガイド」（このガイド）と配線図の両方が必要です。
配線図は、製品と同梱されて配送されます。

新しいバージョンのドキュメントがオンラインにある場合は、それを
参照することが推奨されます。1 ページ目にバージョン番号が記載
されています。フォーマットが 78-xxxxxx-yyyy の場合は、yyyy が
Bluetooth番号を示し、Dxxxxx.yy の場合は、yy がバージョン番号
を示しています。

ダウンロード情報
会議室の準備ガイドライン、配線図、および設置ガイドは以下のサイ
トからダウンロードできます。

https://www.cisco.com/go/room-kit-eqx-installation

この Web ページには、Cisco Room Series のすべての製品の設
置ガイドが含まれています。Cisco Room Kit EQX を検索します。 

指示された担当者による設置
Room Kit EQX システムのサイズと質量により、資格を持つ担当者
が設置手順に従って設置する必要があります。設置者は、設置の前
に壁を強化する必要があるかどうかを確認し、安全な壁面取り付け
に必要なネジの数とタイプを計算する必要があります。

壁面への製品の固定
Room Kit EQX は、水平梁で壁に固定されます。製品を安全に
支えるために梁を固定する必要があります。製品の最大重量
は、220 kg (485 lb) までで、これには、画面も含まれます*。

完全に平らな壁
梁は水平である必要があります。壁が完全に平らでない場合は、梁
を取り付ける前に補正する必要があります。 

電源
シスココンポーネントに外部マルチソケット延長コードを使用しな
いでください。付属の電源ストリップを使用してください。 

温度
Room Kit EQX を直射日光の当たる場所に設置しないでください。

動作温度が 40°C（104°F）以上の画面のみを使用してください。

*	 画面あたりの許容最大重量は 50 kg (110 lb) です。

https://www.cisco.com/go/room-kit-eqx-installation
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梱包
複数の箱が入ったパレットを受け取りました。シスコが提供していな
い画面を除き、これらのボックスには、 Room Kit EQX の壁面取り
付けバージョンを設置するために必要な部品が含まれています。

システムを設置するときは、A のマークが付いたボックスに入ってい
る取り付けキットから始めます。

完全な配線図と一部のボックスに関する情報は、パレットのオーバ
ーパックのふたの下に記載されています。

必要な追加コンポーネント
•	 2 つの画面 

画面要件の詳細と推奨画面については、オンラインの 『会議
室の準備ガイドライン』 を参照してください。

•	 マイク （注文にシスコのマイクが含まれていない場合のみ）。 

•	 イーサネットスイッチ （Cisco Table Microphone Pro などの
複数のデジタルマイクがある場合のみ）。
『シスコ ビデオコラボレーション デバイスと一緒に使用する 
Cisco CBS250、CBS350 および C1200 スイッチの構成』  
のオンライン テクニカル ペーパーで説明されているスイッ 
チを推奨します。

 パレット上のボックス 
このガイドで使
用される参考

資料

壁面取り付 
けキット 1

A

A

中央モジュール 1

B

B

サイドモジ 
ュール 11

C

C1

サイドモジ 
ュール 21

C

C2

Cisco Codec EQ Codec

Cisco DNAM IV 
増幅器 Amplifier

アクセサリキット 1 Acc 1

ラウドスピーカー Speakers

 パレット上のボックス 
このガイドで使
用される参考

資料

バス Bass

Fans Fans

アクセサリキット 2 Acc 2

Cisco Quad 
Camera Camera

Cisco Room 
Navigator Navigator

グリル 1

D

D

画面ブラケット 1 Bracket 1

画面ブラケット 2 Bracket 2

Cisco Table 
Microphone Pro 
（オプション）2

Table Mic Pro

1 	箱には、図のような白いラベルがあり、パレットの箱が見つけやすいようになっ
ています。

2	 Cisco Table Microphone Pro（最大 3 台）を注文した場合は、パレット上の個
別の箱に入れて出荷されます。Cisco Table Microphone（最大 3 台）を注文し
た場合は、アクセサリキット 2 で出荷されます。

https://www.cisco.com/go/room-kit-eqx-installation
https://www.cisco.com/go/room-kit-eqx-installation
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/telepresence/endpoint/room-series/installation-guide/CBS250-CBS350-switch-configuration-for-collaboration-devices.pdf
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/telepresence/endpoint/room-series/installation-guide/CBS250-CBS350-switch-configuration-for-collaboration-devices.pdf
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ネジと工具

また、次の点に注意してください。
•	 設置者は、システムを安全に壁に取り付けるために、必要なネジの数と種類を用意する必要があります

（手順1および手順2）。

推奨される工具と機器
•	 脚立
•	 ドリル

•	 Torx T20 ビット
•	 六角 4 mm ビット
•	 壁面の素材に適したドリルビット
•	 壁面の構造に適した壁の留め具/アンカー

•	 レーザーレベルおよび/または水準器
•	 巻き尺
•	 鉛筆

ネジおよびスペーサー
次のネジおよびスペーサーは製品に同梱されています。これらは、 A、 B、 D、 Acc 2 の各箱にありま
す。詳細については、このガイドの各手順で説明します。

Tools
次の工具が製品に付属しています。箱 A で見つけることができます。

Hex 4 mm Torx T20

（M6x12, Hex 4 mm） 
8+0+0+0 個

（Plastic washer） 
0+0+66+0 個

（M6x8, Hex 4 mm） 
12+8+8+0 個

（M4x8, Torx T20） 
4+21+0+4 個

（M4x10, Torx T20） 
0+12+70+0 個

（Sliding nut） 
16+0+0+0 個
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1. 壁取り付け梁を取り付ける

8 倍

また、壁に安全に梁を固定するために必要な数と種類の
ネジを用意する必要があります（これらのネジはシスコ
からは提供されません）。

梁の部品 （箱：A）

	 左運搬梁 x 1

1.1. 壁取り付け梁を組み立てる
結合ブラケットと 8 本のネジ（M6x12, Hex 4 mm）を使用して、左
右のキャリア梁部品を接続します。

12 倍

	 右運搬梁 x 1

	 結束ブラケット x 1

	 壁面取り付けブラケット x 6 	 スライドナット x 12

壁面取り付け Room Kit EQX システムは、壁に固定された梁に取
り付けられます。

梁は、水平にし、システムの垂直の中央線に沿って正確に中央に配
置されている必要があります。

（M6x12, Hex 4 mm） （M6x8, Hex 4 mm）

8x 
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1.2. 壁面取り付けブラケットを梁に追加する
1.	 壁面取り付け梁の各ノッチにナットを 1 つずつ挿入します。

各ブラケット用  x 2

2.	 2 本のネジ （M6x8, Hex 4 mm）を使用して、スライドさせたナ 
ットに壁面取り付けブラケットを緩く固定します。ネジは締めな 
いでください。 

各ブラケット用   x 2

3.	 梁のブラケットを正しい位置にスライドさせます。

4.	 正しい位置になったら、2 本のネジを締めます。

すべての壁面用ブラケットに対して上記の手順 1 ～ 4 を繰 
り返します。

*	 画面あたりの最大許容重量は 50 kg (110 lb)です。

続行する前にお読みください。

システムを固定するための壁面取り付けブラケットは 
6 個付属しています。

ブラケットは梁上をスライドできるため、壁にスタッドが
ある場所など、最適な場所に配置できます。

ブラケットを壁面に取り付けるのに適した穴を使 
用できます。

設置者は、壁面の種類に適したネジと留め具を用意する
必要があります。

設置者は、壁面取り付けブラケットの数と、システムを安
全に支えるためにそれらを配置する場所を決定する必要
があります（画面を含む 220 kg (485 lb) までの重量*）。
•	 少なくとも 4 つの壁面用ブラケットを使用します。
•	 最も外側のブラケットから梁の端までの距離が 

400 mm（15.7 インチ）を超えないようにすること
で、梁の重量を適切に分散できます。

壁面用ブラケットの寸法：

11
4 

m
m

 (4
.5

 in
)

14
5 

m
m

 (5
.7

 in
)

16
9 

m
m

 (6
.6

 in
)

10 mm (0.4 in)

7 mm (0.3 in)

27 mm (1.0 in)

87 mm (3.4 in)
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1.	 床から壁面ブラケットの下端までの距離を以下の図 
に示します。
梁が上下逆にならないように、鍵穴を確認します。

2.	 梁が水平であることを確認し、 すべてのブラケットを壁に固定
します。ブラケットにある任意の水平スロットを使用できます。
設置者は、壁面の種類に適したネジと留め具を用意する 
必要があります。

1.3. 壁に梁を固定する

1.
57

 m
（

61
.8

 in
.）

アップ

シ
ス

テ
ム

中
央

線

×6
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2. モジュールの取り付け
主な取り付け構造は、壁面取り付け梁に掛けられた1 つの中央モジ
ュールと 2 つの同一のサイドモジュールの 3 つのモジュールで構成
されています。

モジュールを取り付ける

2.1. 壁面取り付け梁のナットをスライドする
4 つのナットを梁のノッチにスライドさせます。鍵穴の下にナットを
配置します。

ナットは、 手順2.4でモジュールを梁に固定するときに必要です。 

	� スライドナット x 4（ボ
ックス： A）

×4

8 倍

山カッコを壁面に固定するための 2 本のネジも必
要です（シスコから提供していません）。

	� サイドモジュール x 2（ボッ
クス：C1、C2）

	� 中央モジュール x 1（ボッ
クス： B）

	� 山カッコ x 2 （ボック
ス：A）

4x 

（M6x8, Hex 4 mm）
（ボックスB）
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2.2. 中央モジュールを梁に掛ける
1.	 梁の鍵穴と、中央モジュールの背面にある大きなネジ頭を確認します。
2.	 これらのネジを梁の鍵穴に掛けます。

中央モジュールの
鍵穴

中央モジュールの
背面図

大きいネジ頭をネジで締
めて、梁にモジュールを掛

けます。
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2.3. サイドモジュールを梁に掛ける
両側のモジュールに対してこれを繰り返します。サイドモジュールは同じです。
1.	 梁の鍵穴と、サイドモジュールの背面にある大きなネジ頭を確認します。
2.	 これらのネジを梁の鍵穴に掛けます。 

左モジュールの
鍵穴

右モジュールの
鍵穴

サイドモジュール
の背面図

大きいネジ頭をネジで締
めて、梁にモジュールを掛

けます。

モジュールの間に指を挟まないように、モジュールの上部と下部をつかんで
再度モジュールを持ち上げます。中央モジュール側ではありません。 
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2.4. モジュールを相互および梁に固定する

×2

×2

2.	 サイドモジュールをそれぞれ 2 本のネジ （M6x8, Hex 4 mm） 
で梁に固定します。ネジは、 手順 2.1で追加したナットに 
挿入します。

1.	 両方のサイドモジュールをそれぞれ 2 本のネジ 
（M6x8, Hex 4 mm）で中央モジュールに固定します。

×2

2x 

4x 

2x 

×2
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2.5. フレームをまっすぐにする

1.	 フレームが垂直になるまで 4 つのスペーサ（つまみねじ）を調
整します（完全に上下にまっすぐになり、傾かなくします）。アル
コール水準器を使用します。

×4

2.	 まっすぐにしたフレームを各側に 1 つのブラケットで固定しま
す。設置者は、壁面の種類に適したネジと留め具を用意する必
要があります。

×2

ネジを締めると、ブラケットは意図的に少し曲がります。これ
は、（これらのブラケットではなく）スペーサが壁までのシステム
の距離を決定するためです。

ブラケット

スペーサ
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3. コーデックと増幅器を挿入する
コーデックと増幅器は、中央モジュールの金属製クランプの後ろの
ベイに配置されます。

codec

増幅器

コーデックとアンプ

	 コーデック x 1 （ボックス： Codec）

	 増幅器 x 1（ボックス： Amplifier）

3.1. コーデックを挿入する
1.	 右側の金属製クランプを固定している 4 つの蝶ナット 

を緩めます。
2.	 コーデックをクランプの後ろのベイに完全にスライドさせます。

コネクタは中央を向いています。電源ソケットを上に向けます。
3.	 金属製のクランプをコーデックの端で止まるまで右にス 

ライドさせます。次に、4 つの蝶ナットを締めてコーデ 
ックを固定します。

3.2. 増幅器を挿入する
1.	 増幅器にラックイヤーがある場合は、取り外します。 

（Torx T10）。
2.	 左側の金属製クランプを固定している 4 つの蝶ナット 

を緩めます。
3.	 増幅器をクランプの後ろのベイに完全にスライドさせます。コネ

クタは中央を向き、ファンコネクタは上を無体状態です。
4.	 金属製のクランプを増幅器の端で止まるまで左にスライドさせ

ます。次に、4 つの蝶ナットを締めて増幅器を固定します。

蝶ナット

蝶ナット

×4 ×4
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配線図
完全な配線図は製品に同梱されて配送されます。また、https://
www.cisco.com/go/room-kit-eqx-installation からオンライン
で入手することもできます。

配線図には、ケーブルの配線方法のガイダンスも記載さ 
れています。

ケーブルのマーキング
各ケーブルには 製品番号があり、ケーブルに印刷されています。設
置ガイドと配線図では、簡単に参照できるように、ケーブルのラベ
ルを参照してください。

配線図の部品番号にラベルをマッピングした表があります。

ケーブルの場所
ケーブルはアクセサリキットボックスに入っています（ボックス：  
Acc 1、 Acc 2）。 

ケーブル配線
この図の色付きの部分は、ケーブル配線の主要な領域を示していま
す。詳細については、次のページを参照してください。

各手順では、その特定のケーブルの推奨配線を示します。すべての
ケーブルを通す穴を明示的に示すことはありません。

マジックテープを使用してケーブルを 
整理します。
マジックテープのストラップを使用して骨組みにケーブルを固定す
ることを強くお勧めします（ボックス：B）。これは、ケーブルやコネク
ターの負担やがたつきによる雑音を避けるためであり、すっきりと整
頓された外観を維持するためです。

骨組みには、マジックテープストラップ用に多くの固定ポイントが用
意されています。

3 本のナイロン製ケーブルタイ （ボックス： B） は、手順 10.3でカ
メラケーブルを固定するためのものです。

ケーブル配線について
次の取り付け手順では、ケーブルを接続します。正しく、整列したケ
ーブル配線を行うための重要な注意事項を次に示します。

まだ電源に接続しないでください！
「23. 仕上げ」ページ 58 ページの手順を実行する前に壁面ソケ
ットのコンセントに電源ケーブルを接続しないでください。 

https://www.cisco.com/go/room-kit-eqx-installation
https://www.cisco.com/go/room-kit-eqx-installation
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下部トレイ。ガタガタという音
が出ないようにするため、ケー
ブルをバスから離します。付
属のマジックテープストラッ
プを使用します。

モジュール間のチャネル。 ま
た、部屋のコンセントの位置
に合わせて、側面のチャネル
を使用することもできます。

必要に応じて、穴にケーブル
を通します。

フラップの後ろ - チャネルか
ら、およびカメラとスピーカー
の穴を通して。ガタガタという
音が出ないようにするため、ケ
ーブルをスピーカーから離し
ます。付属のマジックテープス
トラップを使用します。

主なケーブル配線エリア

コーデックと増幅器のクラン
プの前。コーデック/増幅器の
すべてのケーブルは、モジュ
ール間のチャネルから引き出
します。

ケーブルを穴の 1 つから引き
出し、クランプを横切ってか
ら、コネクタパネルに戻しま
す。これは、負荷を緩和させる
ために重要です。

完了したら、マジックテープで
ケーブルを固定します。 

いくつかのケーブルも、クラン
プのすぐ下で左から右に配線
されています。ガタガタという
音が出ないようにするため、
ケーブルをバスから離します。
付属のマジックテープストラ
ップを使用します。
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4. 電源ストリップと PSU を取り付ける

電源ストリップと PSU

	� 電源ストリップ x 1（ボッ
クス： Acc 1）

電源ストリップと PSU は、左モジュールの下部近くに配 
置されます。

この時点では、電源ストリップを壁のコンセントに接続しな 
いでください。

	� 電源ストリップブラケッ 
ト x 1 （ボックス： B ）

	� PSU、12 V  x 1（ボックス： 
Acc 1）

	� PSU ブラケット x 1（ボッ
クス： B）

	� PSU、24 V x 1 （ボック
ス： Acc 1）

4.1. 電源ストリップを取り付ける
ブラケットを電源ストリップの上に置き、3 本のネジ 
（M4x8, Torx T20）で背面プレートに固定します。 

4.2. PSU を取り付ける
1.	 4 本のネジ （M4x8, Torx T20）で PSU ブラケットをバックプレート

に固定します。

2.	 2 つの PSU をブラケットにスライドさせます。小さい方の 12 V 
PSU は、大きい方の 24 V PSU の上にあります。
PSU に固定されているケーブルは右側にあります。

3x 4x 

壁面コンセントから（手順 23）
コーデックへ（手順 4.4）
未使用（ブラケットで意図的にブロック） 

12 V PSU へ（手順 4.3）
24 V PSU へ（手順 4.3）

下向き

7x

（M4x8, Torx T20） 
（ボックスB）
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4.3. PSU ケーブルを接続する
1.	 PSU を電源ストリップに接続します。

•	 24 V PSU の場合は D4
•	 12 V PSU の場合は D5

D4

D5

2.	 24 V の PSU（最も大きい PSU）には電源スイッチがあります。
オンに切り替えます。

3.	 図に示すように、ケーブルを通し、PSU を増幅器に 
接続します。
•	 24 V PSU の場合は D2
•	 12 V PSU の場合は D3

PSU に近いコイルとストラップ（マジックテープ）の余分なケー
ブル（図を参照）。

ア
ン

プ

24 V PSU へ

D3

D2

12 V PSU へ

D3

D2

D3

D2

D3

D2
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4.4. コーデック電源ケーブルを接続する
コーデックと電源ストリップ間に電源ケーブルを接 
続します E2。

コ
ー

デ
ッ

ク

C

電源ストリップへ

E2

E2

E2
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5. 定格ラベルを貼付する

定格ラベル（ボックス：Acc 2）

	 定格ラベル x 1

ここに、自己接着剤の定格ラベルを貼付します。

ラベルは、Room Kit EQX システムが国のコンプライアン
ス規制に準拠していることを示します。

Product name (品名 / Nom du Produit):                           

Cisco Room Kit EQX  视频会议系统 

Model (型号/Modèle): TTC60-34 

Manufacturer (制造商/Fabricant): Cisco Systems, Inc.,

170 West Tasman Drive, San Jose, CA 95134, USA

Power Input (输入/Entrée): 

3.0-1.5A 100-240V~ 50-60Hz

Designed by Cisco (思科研发/Conçu par Cisco)

www.cisco.com

Includes Cisco Codec Model TTC6-15, IFETEL certificate RCPCXXXXX-XXXX-XX

Incluye Códec (Sistema de videoconferencia) Cisco modelo TTC6-15,

certificado del IFETEL RCPCXXXXX-XXXX-XX

Contains FCC ID:  LDK0615C2718 

Contains/Content IC: 2461N-0615C2718

CMIIT ID: X-YYYYY

CAN ICES-3(A)/NMB-3(A)

E-503 R-NZ

 

56-107769-XX-XX

  

S/N: 

PID: 

  

MAC: See Rating Label on Cisco Codec EQ

This device complies with Part 15 of the FCC Rules. Operation is 

subject to the following two conditions: (1) this device may not cause 

harmful interference, and (2) this device must accept any interference 

received, including interference that may cause undesired operation.

Mfg. Site: ShenZhen Fulian FuGui Precision Industry Co., Ltd

Made in China / 中国制造 / Fabriqué en Chine

Mfg. Date / Date de fabrication: YYYYMMMDD

Apparatet må tilkoples jordet stikkontakt. Apparaten skall anslutas till jordat uttag. 

Laite on liitettävä suojakoskettimilla varustettuun pistorasiaan. 

Apparatets stikprop skal tilsluttes en stikkontakt med jord, som giver forbindelse 

til stikproppens jord.  此设备需要接地                                  

 
  

S/N: XXXXXXXXXXX

PID: CS-KIT-EQX-XXX 

  

Complies withIMDA standards DB101992

AAAAA-BB-CCCCC

PTC xxx / xx / xxx

Telepermit holder:
Cisco Systems (NZ) Ltd

 

      Model: TTC60-34. Product:
Cisco RoomKit EQX

Video Conferencing System

 
62368-1

XXXXX-YYYYYY   모니터
R-R-TNY-TTC60-34
MSIP-xxxxx-xxxxx-Pxxxx

INDIA
CERTIFICATE NO. -
TECXXXXXXXX

Product name (品名 / Nom du Produit):                           
Cisco Room Kit EQX  视频会议系统 
Model (型号/Modèle): TTC60-34 

Manufacturer (制造商/Fabricant): Cisco Systems, Inc.,
170 West Tasman Drive, San Jose, CA 95134, USA

Power Input (输入/Entrée): 
3.0-1.5A 100-240V~ 50-60Hz

Designed by Cisco (思科研发/Conçu par Cisco)
www.cisco.com

Includes Cisco Codec Model TTC6-15, IFETEL certificate RCPCXXXXX-XXXX-XX
Incluye Códec (Sistema de videoconferencia) Cisco modelo TTC6-15,
certificado del IFETEL RCPCXXXXX-XXXX-XX

Contains FCC ID:  LDK0615C2718 
Contains/Content IC: 2461N-0615C2718

CMIIT ID: X-YYYYY

CAN ICES-3(A)/NMB-3(A)

E-503 R-NZ

 56-107769-XX-XX

  

S/N: 

PID: 

  

MAC: See Rating Label on Cisco Codec EQ

This device complies with Part 15 of the FCC Rules. Operation is 
subject to the following two conditions: (1) this device may not cause 
harmful interference, and (2) this device must accept any interference 
received, including interference that may cause undesired operation.

Mfg. Site: ShenZhen Fulian FuGui Precision Industry Co., Ltd
Made in China / 中国制造 / Fabriqué en Chine
Mfg. Date / Date de fabrication: YYYYMMMDD

Apparatet må tilkoples jordet stikkontakt. Apparaten skall anslutas till jordat uttag. 
Laite on liitettävä suojakoskettimilla varustettuun pistorasiaan. 
Apparatets stikprop skal tilsluttes en stikkontakt med jord, som giver forbindelse 
til stikproppens jord.  此设备需要接地                                  

 

  

S/N: XXXXXXXXXXX

PID: CS-KIT-EQX-XXX 

  

Complies with
IMDA standards

 DB101992

AAAAA-BB-CCCCC PTC xxx / xx / xxx

Telepermit holder:
Cisco Systems (NZ) Ltd

       Model: TTC60-34. Product:
Cisco RoomKit EQX

Video Conferencing System

 62368-1

XXXXX-YYYYYY   모니터
R-R-TNY-TTC60-34
MSIP-xxxxx-xxxxx-Pxxxx

INDIA
CERTIFICATE NO. -
TECXXXXXXXX
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6. スピーカーを取り付ける

ラウドスピーカー

	� スピーカー x 6（ボックス： 
Speakers）

両側に 3 つのスピーカーとバスユニットがあります。ケーブルは束ね
られており、増幅器に接続された共通のコネクタがあります。ケーブ
ル束のもう一方の端には S1、S2、S3、S4、S5、S6、SB1 というラ
ベルが付いており、どのケーブルがどのスピーカーに接続されている
かを識別できます。

6.1. ケーブルを接続して配線する
1.	 スピーカーに増幅器を接続します。
2.	 図に示すように、ケーブル束のもう一方の端を配線します。この

時点で、両端が自由にぶら下がるようにします。
正しいケーブルが正しいスピーカーに接続されていることが音
声エクスペリエンスでは重要であるため、ラベルを確認します。

	 バス x 1（ボックス： Bass）

ア
ン

プ

A1

右スピーカー
とバスへ

左スピーカ
ーへ

12 倍

6 倍

SB1

S1
S2

S3

S4
S5

S6

（M4x10, Torx T20）
（ボックスB）

（M4x8, Torx T20）
（ボックスB）
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6.2. スピーカーを挿入する
システムには、スピーカーがカメラの各側面に 3 つづつ、合計 6 つあります。スピーカーは同じものが使用
されています。

すべてのスピーカーに対してこの手順を繰り返します。

1.	 スピーカーに正しいケーブルを接続します。
ケーブルには、左から S1 ～ S6 とマークさ
れています（図を参照）。

2.	 スピーカーをぺグに挿入します。 
ゴム製のガスケットがしっかりとペグに固定さ
れているのを確認します。

ケーブルがスピーカーに触れないように注意
します。触れている場合、がたがたという雑音
が出る場合があります。

3.	 2 本のネジを使用して各スピーカーを固定し
ます（M4x10, Torx T20）。

S1
S2

S3

S4
S5

S6

×6

12x 
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1.	 バスをフレームに配置し、6 本のネジ （M4x8, Torx T20）で固定
します。

SB1

2.	 ケーブルをバスに接続します。ケーブルには SB1 というマーク
が付いています。

ケーブルがバスに触れていないことを確認します。触れている場
合、がたがたという雑音が出る場合があります。

6x 

6.3. 下部トレイにマジックテープストラップを
付ける

バスが所定の位置にあると作業がより困難になる場合があるため、
この時点で中央トレイにマジックテープストラップを付けることが
推奨されます。

設置プロセスの後半で、バスの下に配線するケーブルを固定するた
めに使用します。 

6.4. バスを挿入する

SB1
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7. ファンモジュールを取り付ける

ファンモジュール

	� ファン x 2（ボックス： Fans）

ファンモジュールはバスの上に配置します。2 つの同じファン 
があります。

	� ファンダクト上部 x 1（ボックス： B）

4x

	� ファンダクト下部 x 1（ボックス： B）

7.1. ファンモジュールを組み立てる
1.	 ケーブル（F2）が後方を向くようにファンを回転させ（図を参

照）、最初のファンをファンダクトの下部にスライドさせます。

F2

 

2.	 ケーブル（F1）が左を向くように 2 番目のファンを回転させ（図
を参照）、ファンをファンダクトの下部にスライドさせます。

F1

3.	 ファンダクトの上部に乗せ、4 本のネジ （M4x8, Torx T20）で固
定します。
ケーブル（F1、 F2）が挟まれずに前面スロットに通されている
ことを確認します。

F2

F1

 
 
 

F1

F2

4x 

（M4x8, Torx T20）
（ボックスB）
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7.2. ファンモジュールを取り付ける
1.	 2 つの蝶ナットを緩めますが、取り外さないでください。 

蝶ナット

2.	 ファンモジュールを蝶ナットでネジの上に下ろし、溝に 
押し込みます。

蝶ナット

3.	 2 つの蝶ナットを締めます。

×2 ×2
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7.3. ファンを増幅器に接続する
図に示すように、ファンケーブル（F1、 F2）を配線し、増幅器に接
続します。2 つのファンは同じものです。

ア
ン

プ

F1

F2

ファンモジュールへ

F2

F1
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8. 上部ブラケットを取り付ける

上部ブラケット （ボックス： B）

	 上部ブラケット x 2

上部の各隅に小さなブラケットがあります。ブラケットを 2 本のネ
ジで固定します （M4x8, Torx T20）。

4x

×2

各ブラケット用  x 2	  

（M4x8, Torx T20）
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R1

R2

R3

9. アンテナブラケットを取り付ける

アンテナ （ボックス： Acc 2）

システムには、2 つの Wi-Fi アンテナと 1 つの Bluetooth® アンテ
ナがあります。 

アンテナケーブルはブラケットに事前に取り付けられています。ウィ
ップアンテナ自体は 手順11で取り付けます。

	 Bluetooth アンテナブラケット x 1（アンテナケーブル付き） 

	 Wi-Fi アンテナブラケット x 1（アンテナケーブル x 2 付き） 

4x

9.1. アンテナブラケットを固定する
2 つのアンテナブラケットをそれぞれ 2 本のネジ （M4x8, Torx T20）で固定します。

Bluetooth アンテ
ナブラケット

Wi-Fi 
アンテナブラケット

（M4x8, Torx T20）



R1

R2

R3

R3

R1

R2
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9.2. アンテナケーブルを配線し、コーデックに接続する
1.	 図に示すように、アンテナケーブルを配線します。 2.	 アンテナケーブルをコーデックに接続します。 

正しいアンテナをコーデックの正しいコネクタに接続すること
が重要です。

詳細については、システムに付属している完全な配線図を参照
してください。オンラインでも入手できます。

コ
ー

デ
ッ

ク

C

R3

R1

R2

Bluetooth アン
テナへ

垂直 Wi-Fi ア
ンテナへ

水平 Wi-Fi アン
テナへ
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10. カメラを挿入する

カメラ （ボックス： Camera）

	 カメラ x 1

10.1. カメラの傾斜角度を 10° に設定する
カメラの下部にカメラの傾斜角度を調整するための 2 つのスライダ
があります。

ヒンジをひっくり返して、スライダ―を 10° 動かします。これは、この
製品に必要な傾斜角度です。 

完了したらヒンジをもう一度ひっくり返します。

10°

10.2. ケーブルをカメラに接続する
1.	 ケーブルをカメラに接続します（C1、 C2、 C3）。もう一方の

端は接続しません。

カメラ

C1 C2 C3

2.	 カメラの電源スイッチがオンになっていることを確認します。
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10.3. カメラをブラケットに固定する
1.	 カメラの下にある小さなヒンジを確認します。手順 4 でこれを

ブラケットにはめ込みます。

ヒンジ

2.	 カメラブラケットの下にあるこれらの固定ポイントを確認しま
す。手順 5 でカメラケーブルを固定するために使用します。

固定ポイント

3.	 カメラブラケットの横にある穴にケーブルを通します。

C1
C2

C3

4.	 ケーブルを挟んだり、取り外したりせずに、ブラケットにカメラ
のヒンジをクリックします。 

カメラをゆっくりと引っ張って、カメラがしっかりと固定されて
いることを確認します。 

5.	 カメラケーブルが誤って引き出されないように、付属のプラスチ
ック製ケーブルタイでカメラブラケットの下の固定ポイントに固
定します。
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10.4. カメラをコーデックと増幅器に接続する
図に示すように、ケーブルを配線します。 
•	 ビデオ（C1）ケーブルとカメラ制御（C2）ケーブルをコーデックに接続します。
•	 電源ケーブル（C3）を増幅器に接続します。

コ
ー

デ
ッ

ク

C

C1

C2

ア
ン

プ

C3

C3

C1 C2
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11. アンテナを取り付ける

アンテナ（ボックス： Acc 2）

	 アンテナ x 3

手順9で取り付けたアンテナブラケットに、ウィップアンテナをカメ
ラの左側に 1 つ、カメラの右側に 2 つ取り付けます。

3 つのウィップアンテナは同じものです。



S2

S1

S2

S1

S3

S4
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12. 画面ケーブルを接続する 
画面用の HDMI ケーブル： 

•	 左（S1）および右（S2）画面の HDMI ケーブルをコーデックに
接続します。

•	 図に示すように、ケーブルを配線し、画面の端に自由にぶら下げ
ておきます。ケーブルは手順23で画面に接続します。

画面の電源ケーブル： 
•	 左側（S3）と右側（S4）の画面の電源ケーブルを、対応するサイ

ドモジュールにマジックテープで固定します。これらのケーブル
は画面に同梱されて配送されます。
最適な配置は、画面と電源コンセントの位置によって 
異なります。 

•	 壁面ソケットのコンセントにケーブルを配線する場合は、 
通常のケーブル配線を使用します。
壁面ソケットにまだ接続しないでください。

•	 ケーブルは手順23で画面に接続します。

コ
ー

デ
ッ

ク

C

S1

S2
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13. 電源ケーブルとネットワークケーブルを接続する
増幅器をコーデックに接続します。 
•	 増幅器とコーデック（D1）間にケーブルを接続します。図に示す

ように、配線します。

メインのネットワークケーブル： 
•	 ネットワークケーブルをコーデック（E1）に接続します。壁面ネ

ットワークソケットに向けてケーブルを配線する場合は、通常
のケーブル配線を使用します。
壁面ソケットにまだ接続しないでください。

主電源ケーブル： 
•	 ケーブルを電源ストリップ（E3）に接続します。壁面ネットワー

クソケットに向けてケーブルを配線する場合は、通常のケーブ
ル配線を使用します。
壁面ソケットにまだ接続しないでください。

D1

D1

E1

E1

E3

コ
ー

デ
ッ

ク

C

E1

ア
ン

プ

D1

D1



方向テーブル

MA1..3
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システムには外付けマイクが必要です。シスコにアナログマイクまたはデジタルマイクを注文した場合や、 
サードパーティのマイクソリューションを使用している場合があります。

アナログマイク： 
•	 通常のケーブル配線を使用して、マイクケーブルをテーブルからシステムに配線します。次に、それらを

コーデック（MA1..3）に接続します。

14. マイクを接続する

マイク（オプション）

（0..3）x	� テーブルマイクプロ （ボッ
クス： Table Mic Pro）

（0..3）x	� テーブルマイクボック
ス： Acc 2）

サードパーティベンダーのマイクを使用している場合があります。

方向テー
ブル

MD1

コ
ー

デ
ッ

ク

C

MA1..3

デジタルマイク x 1： 

•	 通常のケーブル配線を使用して、マイクケーブルをテーブルからシステムに配線します。次に、コーデッ
ク（MD1）に接続します。

複数のデジタルマイク： 

イーサネットスイッチを介してマイクをコーデックに接続する必要があります（配線図を参照）。
•	 テーブルのそばにイーサネットスイッチを配置し、コーデック（x 1）に接続します。また、スイッチを電源

（x 2）に接続します。
•	 マイクをスイッチ（MD1..3）に接続します。

C

MD1

コ
ー

デ
ッ

ク

C

コ
ー

デ
ッ

ク

X1

X1

方向スイッチ
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E5 または E6

方向テーブル

E4

E4

E5 または E6

Room Navigator： 

•	 Room Navigator をコーデック（E4）に接続します。
または、 手順14でデジタルマイクについて説明したように、 
テーブルによってイーサネットスイッチを接続した場合は、 
コーデックではなく、このスイッチに Room Navigator（E4） 
を接続することもできます。この代替案は、配線図には示 
されていません。

プレゼンテーションケーブル： 
•	 1 本以上のプレゼンテーションケーブルをコーデックに接続し

ます。HDMI（E5）または USB-C（E6）を使用できます。
•	 テーブルに向かってケーブルを配線する場合は、通常のケーブ

ル配線を使用します。 

15. Room Navigator とプレゼンテーションケーブルを接続する

Room Navigator

	  Room Navigator x 1（ボックス： Navigator）

コ
ー

デ
ッ

ク

C E6

E4

E5
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16. カバーを取り付ける

カバー（ボックス： A）

	 サイドカバー x 2 4x

	 上部カバー（左右） x 2

	 上部カバー（中央） x 1

16.1. サイドカバーを取り付ける
両側でこの手順を繰り返します。
1.	 図に示すように、サイドカバーを配置します。最初に上部で押し

込み、次に下部で押し込みます。

1

2

2.	 2 本のネジ（M4x8, Torx T20）でカバーを固定します。

16.2. 上部カバーを取り付ける
図に示すように、上部カバーを配置します。最初に左右、次に中央の
上部カバーを配置します。カバーは、両端のゴム製グロメットの上に
置く必要があります。

ガタガタという音が出ないようにするため、カバーが金属部品 
に触れないようにします。また、アンテナケーブルに干渉しな 
いようにします。

1

1

2

各カバー用  x 2

（M4x8, Torx T20）
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17. スピーカーグリルを取り付ける

スピーカーグリル（ボックス：D）

	 テキスタイル スピーカー グリル x 1

スピーカーグリル（この手順で組み立てる）と下部グリル（ 手順18で
組み立てる）の両方が複数の部品で構成されています。コーナーと
補強材は両方のグリルで同じです。上部/下部パネルは異なります。

34x

	 左コーナー x 1

	 上部パネル（左右） x 2

17.1. スピーカーグリルを組み立てる
1.	 テキスタイル スピーカー グリルを、前面を下にして平らで清潔

な場所に置きます。

	 右隅 x 1

	 左補強材 x 1 	 右補強材 x 1

	 上部パネル（中央） x 1

34x

×2

4x

部品にはマークがあり、左側と右側どちらに何を配置するかをを 
区別しています図に示すように、左右とはグリルを寝かせること 
を示します。 

2.	 グリルのペグには、ネジ用のネジ穴があります。
左右のコーナーは、各コーナーの 3 本のネジ 
（M4x10, Torx T20） とワッシャ （Plastic washer） でグリルの
背面に固定されています。
a.	 図に示すように、コーナーをペグに配置します。
b.	 ペグにワッシャを配置します。
c.	 ワッシャを通し、ペグに差し込みます。

	 デコリング x 1

（Plastic washer）

6 倍	

6x 

（M4x10, Torx T20）

（M6x8, Hex 4 mm）
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3.	 左右の補強材は 、合計 13 本のネジ（M4x10, Torx T20） とワッ
シャ（Plastic washer）でグリルに固定されています。 

×13

a.	 図に示すように、補強材をペグに配置します。
b.	 ペグにワッシャを配置します。
c.	 ワッシャを通し、ペグに差し込みます。

13x 13x 

補強材を正しく配置す
るように注意してくださ
い。このフラップは、グ
リルとは反対側を向い
ています。
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4.	 上部パネルは 、合計 15 本のネジ （M4x10, Torx T20） とワッシ
ャ（Plastic washer）でグリルに固定されています。

×15

a.	 まず、図に示すように、左右のパネルをペグに配置します。
次に、中央パネルを上に置きます。

b.	 ペグにワッシャを配置します。
c.	 ワッシャを通し、ペグに差し込みます。

15x 15x 



42 Copyright © 2023 Cisco Systems, Inc. All rights reserved.D15514.02 | 2023 NOVEMBER | Cisco Room Kit EQX 設置ガイド

17.2. スピーカーグリルを取り付ける
1.	 グリルを載せるゴム製のガスケットを確認します。

2.	 スピーカーグリルを骨組みに掛け、ゴム製ガスケットの上に置きます。
カメラの穴が適切に揃うように、カメラを横に動かします。ネジ穴（次の手順）も 
合わせます。

×4

4x 

3.	 4 つのネジ（M6x8, Hex 4 mm）でグリルを固定します。

ゴム製ガスケット



43 Copyright © 2023 Cisco Systems, Inc. All rights reserved.D15514.02 | 2023 NOVEMBER | Cisco Room Kit EQX 設置ガイド

17.3. デコリングを挿入する
カメラの周りにデコリングを配置します。リングは、グリルとカメラ
の間の的確な遷移を示します。
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18. 下部グリルを取り付ける

下部グリル （ボックス： D）

	 テキスタイル下部グリル x 1

	 左コーナー x 1

	 下部パネル		
	 （左右） x 2

18.1. 下部グリルを組み立てる
1.	 前面を下にして、テキスタイルの底面グリルを平らで清潔な場

所に置きます。

	 右隅 x 1

	 左補強材 x 1 	 右補強材 x 1

	 下部パネル		
	 （中央） x 1

スピーカーグリル（ 手順 17で組み立て）と下部グリル（この手順で
組み立て）は、どちらも複数の部品で構成されています。コーナーと
補強材は両方のグリルで同じです。上部/下部パネルは異なります。 

2.	 グリルのペグには、ネジ用のネジ穴があります。
左右のコーナーは、各コーナーの 3 本のネジ 
（M4x10, Torx T20） とワッシャ （Plastic washer） を使用して
グリルの背面に固定されています。
a.	 図に示すようにコーナーをペグに配置します。
b.	 ペグにワッシャを配置します。
c.	 ワッシャを通し、ペグに差し込みます。

×2

32 倍 4x

32 倍

（Plastic washer）

（M4x10, Torx T20）

（M6x8, Hex 4 mm）

6 倍	

6x 
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3.	 左右の補強材は 、合計 13 本のネジ（M4x10, Torx T20） とワッ
シャ（Plastic washer）でグリルに固定されています。 

a.	 図に示すように、補強材をペグに配置します。
b.	 ペグにワッシャを配置します。
c.	 ワッシャを通し、ペグに差し込みます。

×13

13x 13x 

補強材を正しく配置す
るように注意してくださ
い。このフラップは、グ
リルとは反対側を向い
ています。
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4.	 下部パネルは、合計 13 本のネジ （M4x10, Torx T20） とワッシャ
（Plastic washer）でグリルに固定されています。

a.	 まず、図に示すように、左右のパネルをペグに配置します。
次に、中央パネルを上に置きます。

b.	 ペグにワッシャを配置します。
c.	 ワッシャを通し、ペグに差し込みます。

×13

13x 13x 
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4.	 4 つのネジ（M6x8, Hex 4 mm）でグリルを固定します。

×2

4x 

18.2. 下部グリルを取り付ける
1.	 グリルの背面側にある次のフックを確認します。

グリルを吊り下げるためのフック

ゴム製ガスケットに掛
けるためのフック

2.	 グリルを掛ける穴と、その上にあるゴム製ガスケットを確認します。

ゴム製ガスケット

穴

3.	 下部グリルを穴に掛け、ゴム製ガスケットの上に置きます。 
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19. サイドパネルを取り付ける

サイドパネル （ボックス： D）

	 サイドパネル x 2

4x

×2

1.	 図に示すように、サイドパネルを挿入します。上下の隙間が等し
くなるように位置を合わせます。 

2.	 2 本のネジ（M4x10, Torx T20）で各パネルを固定します。

パネルごとに   x 2

（M4x10, Torx T20）
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20. 左画面を取り付ける

左画面

	 画面 x 1

画面の背面にある VESA 規格の穴にブラケットを取り付けます。こ
こに記載されている以外の詳細については、ブラケットの後ろにあ
る設置ガイドを参照してください。

	� 左インターフェイスアーム  
x 1（ボックス： Bracket 1）

	� 右インターフェイスアーム  
x 1（ボックス： Bracket 1）

	� 調整可能ブレース  
x 1（ボックス： Bracket 1）

20.1. 画面の背面にインターフェイスアームを取り付ける
1.	 背面を上向きにして、平らで柔らかい面に画面を慎重に置きま

す。画面に傷を付けないように注意してください。スクリーンベ
ンダーが提供するガイドラインに従ってください。

2.	 インターフェイスアームを画面の背面に取り付けます。穴の列を
画面の端に向けます。両方のアームで同じ穴が使用されている
ことを確認します。
インターフェイス アームにはインターフェイスキット（ネジとスペ
ーサのセット）が付属しています。画面に合ったものを使用して
ください。ネジとスペーサがいずれも画面にも合わない場合は、
自分で用意する必要があります。

下部

上部

インターフェイスアームを画面に固定するためのネジ、スペ
ーサ、およびワッシャ一式が付属しています。画面に合っ
たものを使用します。ネジとスペーサがいずれの画面にも
合わない場合は、設置者が必要なハードウェアを用意す
る必要があります。

2x

（M5x6） 
（ボックス： Bracket 1）
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20.2. 調整可能ブレースでインターフェイスアームを接続する
1.	 画面のインターフェイス穴間の水平距離を測定します。

調整可能ブレースは、400 mm ～ 600 mm の範囲の距離に対
応しています。

インターフェイス 穴
間の距離。

2.	 ブレースを延ばし、2 本のネジを締めて必要な長さに 
固定します。

ノッチは、400 mm、500 mm、および 600 mm の距離の固定
位置を示します。

600

例：インターフェイスの穴が 600 mm 
離れている場合は、600 とマークされ
たノッチまでブレースを延ばします。

3.	 インターフェイスアームの間にブレースを配置し、2 本の 
ネジ （M5x6）で固定します。
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20.3. VESA レールの位置を調整する
1.	 インターフェイスアームがニュートラル位置にあることを 

確認します。

2.	 画面上部までの距離 A を測定します。

3.	 VESA レールを保持しながら、レールを固定している 4 本のネジ
を外します。

4.	 レールを上下に動かして、距離 A にできるだけ近づけます。
5.	 ネジを再度挿入し、レールを新しい位置にしっかりと固定します。

A の近く

レールを固定す
る各側面の 2 本
のネジ。 

グリルの T マーク か
らレールの上部までを

測定します。 

トレ
ース

レールを固定す
る各側面の 2 本
のネジ。 
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20.4. VESA レールに画面を掛ける
1.	 両方のインターフェイスアームをしっかりと押して、飛び出しモ

ードにします。
すぐに飛び出すので、指に注意してください。

グリルの T マー
ク は、システム
の中心線の位置
を示します。押して飛

び出す

飛び出しモードのインターフェイスアーム

B

2.	 インターフェイスアームを使用して画面を、システムの中心線の側面から 50 ～ 
70 mm（2 ～ 3 in.）の距離 Bでレールに掛けます。拡大図に示すように、溝にフ
ックがかかっていることを確認します。

インターフェイスアーム
は、レール上部の溝に引
っ掛けます。
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20.5. 画面を中央に移動する
1.	 画面がポップアップしたままになるように、画面をゆっくり押します（インターフェイス

アームが取り付けられている場所の近くで）。

2.	 T マークと画面の端 Bの間の距離を正確に測定します。 

B

3.	 画面が飛び出すように、画面をゆっくり押します。

4.	 システムの中心に最も近い画面ブラケットストッパーを見つけます。ネジでレールの上部に固定されて
います（画面の後ろを上から見た図）。
ネジ （Hex 4 mm） を緩め、ストッパーをスライドさせて、ストッパーと最も近いインターフェイスアーム
の間の距離が、測定した距離 B より 1 mm 短く なるようにします。

画面ブラケットス
トッパー

B-1 mm

インターフェイ
スアーム

5.	 ネジを締めて、ストッパーを新しい位置に固定します。
6.	 画面をレールから少し持ち上げて、できるだけストッパーの近くに再配置します。
7.	 画面がポップアップしたままになるように、画面をゆっくり押します。
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21. 右画面を取り付ける 21.1. インターフェイスアームを取り付け、レールの位置を調整する
右画面に、次の手順を繰り返します。
1.	 手順 20.1 — “画面の背面にインターフェイスアームを取り付ける”
2.	 手順 20.2 — “調整可能ブレースでインターフェイスアームを接続する”

3.	 手順 20.3 — “VESA レールの位置を調整する”。 
左右の画面は等しいため、レールの位置は左画面と同じにする必要があります。

右画面

	 画面 x 1

画面の背面にある VESA 規格の穴にブラケットを取り付けます。こ
こに記載されている以外の詳細については、ブラケットの後ろにあ
る設置ガイドを参照してください。

	� 左インターフェイスアーム x 1
（ボックス： Bracket 2）

	� 右インターフェイスアーム x 1
（ボックス： Bracket 2）

	� 調整可能ブレース x 1（ボ
ックス： Bracket 2）

インターフェイスアームを画面に固定するためのネジ、スペ
ーサ、およびワッシャ一式が付属しています。画面に合っ
たものを使用します。ネジとスペーサがいずれの画面にも
合わない場合は、設置者が必要なハードウェアを用意す
る必要があります。

2x

（M5x6） 
（ボックス： Bracket 2）
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21.2. VESA レールに画面を掛ける
1.	 両方のインターフェイスアームをしっかりと押して、飛び出しモ

ードにします。
すぐに飛び出すので、指に注意してください。

B

2.	 インターフェイスアームを使用して画面を、システムの左側から 50 ～ 70 mm（2 ～ 3 in.）の距離 B で
レールに掛けます。拡大図に示すように、溝にフックがかかっていることを確認します。

インターフェイスアーム
は、レール上部の溝に引
っ掛けます。

押して飛
び出す

飛び出しモードのインターフェイスアーム
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21.3. 画面を中央に移動する
1.	 画面がポップアップしたままになるように、画面をゆっくり押します（インターフェイス

アームが取り付けられている場所の近くで）。

2.	 画面間の距離 B を正確に測定します。 

B

3.	 画面が飛び出すように、画面をゆっくり押します。

4.	 システムの中心に最も近い画面ブラケットストッパーを見つけます。ネジでレールの上部に固定されて
います（画面の後ろを上から見た図）。
ネジ （Hex 4 mm） を緩め、ストッパーをスライドさせて、ストッパーと最も近いインターフェイスアーム
の間の距離が、測定した距離 B より 2 mm 短く なるようにします。

画面ブラケットス
トッパー

B-2 mm

インターフェイ
スアーム

5.	 ネジを締めて、ストッパーを新しい位置に固定します。
6.	 画面をレールから少し持ち上げて、できるだけストッパーの近くに再配置します。
7.	 画面がポップアップしたままになるように、画面をゆっくり押します。
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22. 画面を微調整する
インターフェイスアームのハンドホイールを使用すると、画面の高さ
と奥行を微調整できます。 
•	  高さ調整ハンドルを使用して、画面が水平で同じ高さにあるこ

とを確認します。
•	  奥行調整用ハンドホイールを使用して、画面のコーナーがグリ

ルから等距離になるように垂直に取り付けます。

インターフェイスアームの詳細については、『設置ガイド』を参照し
てください。

22.2. 奥行調整
+/- 10 mm（0.39 in.）

22.1. 高さ調整
+/- 20 mm（0.79 in.）

奥行調整用ハン
ドホイール  

（Hex 6 mm）

高さ調整ハンドル 
（Hex 6 mm）

正確な画面の調整に役立
つ高さ調整ガイド

これらの最小線と
最大線を超えて高

さを調整しないでく
ださい。

正確な画面の調整に役立
つ奥行調整ガイド

これらの最小線と最大
線を超えて奥行を調整し

ないでください
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23. 仕上げ
1.	 画面から保護フォイルを取り外します。
2.	 HDMI（S1、 S2）および電源（S3、 S4）ケーブルを画面に接

続します。 
3.	 また、画面の電源ケーブル（S3、 S4）を壁面のコンセントに接

続します。
4.	 システムをイーサネット（E1）と電源（E3）のコンセントに 

接続します。
•	 カメラ、コーデック、および 24 V PSU の電源スイッチがオ

ンになっている必要があります。
5.	 画面上の指示に従う 

•	 プロンプトが表示されたら、製品タイプ「Room Kit EQX」
を選択します。
間違った製品タイプを選択すると、システムは期待どおりに
動作しません。問題を修正するには、コーデックを初期設
定にリセットし、セットアップウィザードを再度実行する必
要があります。
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